











































































































































































































































































































的)学習を乗り越える意味での、あらゆる能動的 I lL 
な学習のこと。能動的な学習には、書く・脅す・ I 2/3m2 I 
発表するなどの活動への関与と、そこに生じる l ) 
認知プロセスの外化を伴う。 4/5倍


















































































































































































































































































出JIl， NrL (National Training Laboratories 
Insti tute) 
算数科の学習でも、算数的活動の③の「自分の
考えを、根拠を基に筋道を立てて説明し、伝え合
う活動Jを重視した取り組みが求められている。
問題は、批判的思考力に基づく省察が欠如し、学
び合いが目的になっているベア学習もグループ学
習も少なくない。表層的な学習形態に目を奪われ
た学び合いでは、パ『とタグが重要と指摘する「新
しい数量や図形の学びを生み出すJr数量や図形の
知識、数判句なアイデアは創造的に機成するJが
生成されない算数の授業になっている。
(2)掛滑j的思考カに基づく省察
Fink(2∞3)は、アクティプラーニνグでは、「意
義ある学習経験Jと「その省察」が重要であると
提言している。意義ある学習経験とは、算獅句活
動でいうところの「プロックなどの具体物を使っ
たり図にかいたりするなどの作業的・体験的・操
作的活動回nipulation)を通して数学的に考え
る活動Jや「既習の知識・技能を活用して数学的
に考える活動Jのことである。省察は、意義ある
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算数的活動を通して構成した自分の考えを振り返
って、「根拠を基に筋道を立てて説明し、伝え合う
活動Jである。特筆すべきことは、 Finkが省察を
重視し、経験からの学びを省察することは「学び
方を学ぶ、学ひ鞭ける方法を知ることだJと言っ
ている点である。省察を通して自らの経験から学
ぶスキルを獲得できれば、子どもは能動的に自ら
学て刈売けることができると指摘しているのである。
例えば、第5学年で四角形の内角の和を演線的に
思考し、説明する場合で考えてみたい。四角形の
内角の課題を見付けるに当たって、既知の正三角
形や三角定規の内角の和を基に見当付けをした経
験を生かし、既知の長方形や正方形からどんな四
角形の内角の和も360度であることを調べる主体
的なアクティプラーニングを期待することができ
七三
ロ度
学び方を生かして学ぶ
口亡コ
360度 -・
口
口度
では、自分の考えを省察する行為と自分の考え
を批判的に思考することとは、どのような関係が
あるのであろうヵ、デューイは無批判的な思考態
度を批判して省察する活動の重要性を提言してし、
る。算数科の授業の現状として、自分の考えを発
表しても、質問・意見・異論・反論もなく、安易
に合意形成が行われる授業がある。省察の原動力
は、批判的思考力である。エニスは、批判的思考
カを「陳述の正し評価Jr信じるべきこと、なすべ
きことを決定することに焦点化した反省的合理的
思考Jと定義している。算数科の授業で言えば、
三角形の内角の和が180度になると情報を無批判
的に受け入れるのではなく、自分の考えを含めて、
説明する考えの根拠の真偽性、妥当性、論理の整
合性を多角的・分析的に思考することが重要であ
ることを示唆している。
5 結悟ー算数教育のアクティブラーエングに
向けて}
現行の算数科の学習は算数的活動をコアにし
て行われている。算数的活動 ωathematical
Activity}とは、子どもの主榊怜数量や図形に
関わる主体的な活動であると定義されている。し
かしながら、全国学力学習状況調査(2015)をみる
限りカリキュラム通りの算数授業は実現の道半ぼ
である。算数への関心・意欲は依然として課題が
あり、根拠をもって自分の考えを構成し、説明す
ることも課題がみられる。また、 21世紀型学力で
は思考カ重視の方向を打ち出しているが、誤りを
指摘して、正しい求め方を記産することも苦手な
実態が判明していて、批判的思考力、論理的思考
力をはぐくむことに課題がみられる。
アクティプラ}ニングに基づく算数的活動を核
にした授業改善では、生成された考えを安易に無
批判的に受け入れることをやめたい。そして、思
考を期撤するつまずきゃ棋答も取り上げて、根拠
や妥当性、倫理の整合性を明確にして、新しい学
びを主僻句、協働的に反省白根業を構成すること
が重要であると考える。
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